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記
録
的
な
猛
暑
も
和
ら
ぎ
、

農
作
物
の
収
穫
期
を
迎
え
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
収
穫
の
真
っ
最
中
か
と
思
い

ま
す
が
、
相
次
い
だ
台
風
の
襲

来
、
一
時
的
な
天
候
不
順
に
よ

り
品
質
収
量
が
心
配
さ
れ
た
も

の
の
、
全
体
的
に
は
豊
作
の
よ

う
で
す
。

　

こ
こ
当
分
、
多
忙
の
毎
日
で

し
ょ
う
が
、
農
作
業
事
故
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

愛
牛
達
も
夏
の
疲
れ
が
相
当

蓄
積
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
早
急

な
疲
労
回
復
に
努
め
、
受
胎
率

の
向
上
に
励
ん
で
下
さ
い
。

　

飲
用
向
乳
価
交
渉
は
、
関
東

生
乳
販
連
が
酪
政
連
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
各
メ
ー
カ
ー
と
交

渉
中
で
す
。
乳
価
値
上
げ
実
現

に
向
け
、尚
一
層
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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状
及
び
生
産
者
乳
価
の
即
時
引
き
上
げ

を
強
く
訴
え
た
。
具
体
的
な
交
渉
の
中

身
に
つ
い
て
は
、
取
引
当
事
者
間
で
交

渉
中
で
あ
り
ま
す
。
各
社
と
も
酪
農
家

の
思
い
は
わ
か
る
が
、「
市
場
環
境
が
改

善
さ
れ
な
い
状
況
の
中
で
、
難
し
さ
は

あ
る
が
努
力
し
た
い
。」と
の
事
で
あ
っ

た
。
今
後
と
も
酪
政
連
執
行
部
が
交
渉

を
続
け
る
事
で
散
会
し
ま
し
た
。

他
、
関
係
国
会
議
員
か
ら
も
激
励
及
び

支
援
の
約
束
を
頂
き
、
大
会
を
盛
り
上

げ
た
。

　

続
い
て
情
勢
報
告
が
あ
り
、
指
定
団

体
は
本
年
二
月
に
キ
ロ
五
円
以
上
の
要

求
を
決
定
し
交
渉
を
開
始
し
た
。
そ
の

後
、
八
月
に
は
中
酪
、
生
乳
取
引
等
対

策
委
員
会
で
八
月
中
の
交
渉
期
限
、
九

月
か
ら
の
新
乳
価
で
取
引
実
現
に
向
け

最
大
限
の
努
力
を
確
認
し
て
い
る
と
報

告
。
本
大
会
に
お
い
て
は
、
乳
価
値
上

げ
要
求
決
議
の
他
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
擬
似
患
畜

の
範
囲
の
緩
和
を
要
請
す
る
決
議
も

行
っ
た
。
こ
の
後
、
出
席
者
全
員
に
よ

る
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
、
大
手
乳

業
メ
ー
カ
ー
等
へ
の
要
請
に
向
か
っ
た
。

　

本
組
合
か
ら
は
那
須
高
原
支
所
組
合

員
二
十
一
名
が
参
加
し
、
明
治
・
雪
印

・
全
農
・
全
酪
連
に
班
編
成
し
強
い
要

請
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
田
組
合
長
も
日
本
酪
農
政
治
連
盟

栃
木
県
支
部
連
合
会
長
と
し
て
、
明
治

乳
業
本
社
へ
出
向
き
、
酪
農
経
営
の
窮

　

日
本
酪
農
政
治
連
盟
に
よ
る
全
国
酪

農
民
代
表
者
大
会
が
、
八
月
二
十
六
日

東
京
港
区
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
に
て

四
百
人
が
気
勢
を
上
げ
る
中
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

席
上
、
阿
佐
美
酪
政
連
委
員
長
は

「
わ
れ
わ
れ
酪
農
家
の
現
状
の
経
営
は

極
め
て
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、

食
品
の
偽
装
表
示
を
は
じ
め
、
牛
乳
の
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安
売
り
に
よ
る
生
産
者
乳
価
の
シ
ワ
寄

せ
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
昨

年
来
、
現
場
の
声
を
反
映
し
、
全
国
的

に
生
産
者
支
払
乳
価
の
改
訂
を
求
め
る

熾
烈
な
運
動
を
展
開
し
、
か
つ
て
な
い

運
動
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
乳
業

者
も
『
今
日
の
牛
乳
市
場
価
格
で
い
い

の
か
』
と
い
う
疑
問
を
持
ち
、
価
格
改

正
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
で

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
今
年
の
大
き
な

特
徴
だ
。
生
産
者
の
立
場
か
ら
は
、
生

産
者
支
払
乳
価
が
改
訂
さ
れ
て
い
て
当

然
だ
が
、
具
体
的
な
乳
価
改
訂
ま
で
至

ら
ず
、
極
め
て
不
満
足
な
回
答
と
な
っ

て
い
る
。
目
的
達
成
ま
で
頑
張
っ
て
い

く
決
意
を
固
め
る
と
共
に
、
一
定
の
配

乳
変
更
に
伴
な
う
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、

生
産
者
の
結
束
を
強
め
て
い
き
た
い
。」

と
強
調
。
ま
た
江
藤
隆
美
酪
政
会
会
長

酪
農
民
大
会
ス
ロ 
ー 
ガ
ン

一
、
生
産
者
乳
価
の
即
時
大
幅
引
上

　

げ
を
勝
ち
取
ろ
う

一
、
生
乳
の
乱
廉
売
を
撲
滅
し
、
適

　

正
価
格
の
実
現
を
図
ろ
う

一
、
指
定
団
体
は
強
力
な
交
渉
を
展

　

開
せ
よ

一
、
生
産
者
乳
価
の
引
き
上
げ
で
家

　

族
農
業
の
安
定
を
図
ろ
う

一
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
擬
似
患
畜
の
範
囲
の
緩

　

和
を
実
現
し
よ
う

一
、
畜
産
環
境
対
策
の
生
産
者
負
担

　

を
軽
減
せ
よ
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た
。
三
十
五
度
を
超
え
る
猛
暑
で
あ
っ

た
が
、
美
味
し
い
物
が
口
に
入
る
と
顔

が
ほ
こ
ろ
び
、
会
話
も
弾
ん
で
い
た
。

ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
、
束

の
間
の
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
組
織
の

活
性
化
と
組
合
員
の
親
睦
交
流
を
図
る

事
が
出
来
ま
し
た
。 

【
宇
都
宮
支
所
】

　

八
月
三
日
午
前
十
一
時
よ
り
高
根
沢

の
ふ
れ
あ
い
牧
場
に
百
二
十
名
の
参
加

者
で
開
催
さ
れ
「
ま
だ
間
に
合
う
暑
熱

対
策
」
の
研
修
会
を
開
催
し
、
昼
食
後

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
近
年
の
猛
暑
対
策
に

活
発
な
質
疑
、
意
見
を
頂
き
盛
会
で
し

　

八
月
八
日
午
前
十
一
時
よ
り
那
須
町

共
同
利
用
模
範
牧
場
に
五
百
名
の
参
加

者
で
開
催
さ
れ
、
高
原
の
牧
場
に
吹
く

さ
わ
や
か
な
風
、
那
須
岳
を
背
景
に
し

た
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
野

外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
子
供
向
け
○
×
ク

イ
ズ
・
お
楽
し
み
抽
選
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
テ
ン
ト
内
で

は
、
思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、
組
合
員
の
親
睦
交

流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。 

　

組
織
活
動
の
一
環
と
し
て
「
支
所
別

全
体
研
修
会
」
が
各
支
所
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
は
各
支
所
と
も
快
晴
で
、
支
所

別
全
体
研
修
会
並
び
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
那
須
高
原
支
所
】 

支
所
別
全
体
研
修
会
を
開
催
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た
め
、
各
自
が
名
札
を
着
用
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
補
助
事
業
等
に
対
す

る
質
疑
、
意
見
を
頂
き
盛
会
で
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
、

組
合
員
交
流
を
図
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

【
栃
木
県
南
支
所
】

　

八
月
二
十
二
日
午
前
十
一
時
よ
り
二

宮
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
二
百
十
名

の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
「
平
成
十
四
年

度
酪
農
に
係
る
補
助
事
業
に
つ
い
て
」

の
研
修
会
を
開
催
し
、
昼
食
後
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

等
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会

で
、
よ
り
地
域
を
越
え
た
交
流
を
図
る
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（栃木県南支所）ストラックアウト （宇都宮支所）ターゲットゴルフ

（那須高原支所）○×クイズ

【
那
須
高
原
支
所
】

　

―
乳
肉
補
助
事
業
指
導
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
―

　

乳
肉
複
合
経
営
体
質
強
化
事
業
の
周

知
徹
底
を
図
る
た
め
、
九
月
三
日
火
曜

日
、
五
日
木
曜
日
、
六
日
金
曜
日
の
三

日
間
で
、
地
域
（
市
町
村
）
ご
と
の
指

導
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
説

明
会
出
席
者
の
皆
様
に
は
、
お
忙
し
い

中
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
事
業
は
、
要
領
等
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
提
出
書
類
整
備
上
の

注
意
点
を
重
点
に
次
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

①
事
業
実
施
上
の
注
意
点

　

②
提
出
書
類
の
説
明

　

③
確
認
野
帳
等
の
記
入
の
仕
方
に
つ

い
て
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電
話
の
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
を
用
い
て
音
声
応
答
シ
ス

テ
ム
を
利
用
す
る
場
合
は
、
０
２
４
８

（
４
８
）０
５
９
４
（
報
告
専
用
電
話
番

号
）
に
電
話
し
音
声
応
答
シ
ス
テ
ム
の

ガ
イ
ド
に
沿
っ
て
報
告
出
来
ま
す
。

　

②
出
生
報
告
カ
ー
ド
及
び
異
動
報
告

カ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
不
足
が
生
じ
た

場
合
は
、
各
支
所
に
保
管
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
随
時
所
轄
支
所
へ
お
申
込
み

願
い
ま
す
。

【
栃
木
県
南
支
所
】

　

―
経
営
向
上
の
た
め
に
―

　

現
在
、
経
営
向
上
月
間
と
し
て
主
に

経
営
台
帳
と
繁
殖
台
帳
の
記
帳
整
備
を

目
的
に
巡
回
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
基
本
に
第
一
段
階
と
し
て
、

産
乳
量
、
空
胎
期
間
、
自
給
飼
料
生
産

等
を
確
実
に
把
握
し
て
経
営
改
善
に
役

立
て
次
年
度
へ
の
目
標
と
す
る
よ
う
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
記
帳
済
み
の
方
は
指
導
担
当

者
と
十
分
に
検
討
さ
れ
、
経
営
改
善
に

役
立
た
せ
て
頂
き
ま
す
。

支
所
事
業
予
定

　

十
月
中
旬　

地
域
酪
農
組
合
研
修
会

（
芳
賀
・
河
内
南
部
・
下
都
賀
地
域
）

家
畜
個
体
識
別
シ
ス
テ
ム
に

係
る
出
生
報
告
及
び
異
動
報

告
に
つ
い
て

　

①
音
声
応
答
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
出
生

報
告
及
び
異
動
報
告
に
つ
い
て
、
携
帯
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導
課
長
が
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
基
礎
知
識
」
と

題
し
研
修
を
開
き
ま
し
た
。

　

目
的
地
の
広
重
美
術
館
で
浮
世
絵
を

鑑
賞
し
、
そ
し
て
楽
し
み
に
し
て
い
た

昼
食
は
、
馬
頭
町
名
産
の
そ
ば
料
理
を

賞
味
し
ま
し
た
。
そ
の
後
な
か
が
わ
水

遊
園
に
移
動
し
水
族
館
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
は
日
帰
り
の
強
行
軍
で
し
た

が
、
Ｊ
Ａ
し
お
の
や
高
根
沢
支
所
を
経

由
し
、
矢
板
市
農
業
公
社
前
に
予
定
通

り
帰
着
し
ま
し
た
。
組
合
合
併
後
初
め

て
の
研
修
会
で
、
支
部
員
の
相
互
の
親

睦
が
図
ら
れ
今
後
の
支
部
活
動
に
大
い

に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

　

乳
肉
補
助
事
業
は
、
提
出
書
類
が
大

変
多
い
た
め
、
書
類
整
備
に
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
実
績
報

告
時
に
提
出
書
類
の
不
足
や
記
入
漏
れ

等
が
無
い
よ
う
準
備
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
当
事
業
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
指
導
課
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

【
宇
都
宮
支
所
】

　

―
女
性
会
塩
谷
支
部
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
る
―

  
九
月
三
日
、
当
支
部
は
、
支
部
会
員

の
研
修
と
親
睦
を
図
る
た
め
馬
頭
町
の

広
重
美
術
館
と
湯
津
上
村
の
な
か
が
わ

水
遊
園
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

  
参
加
者
は
、
支
部
員
十
三
名
、
事
務

局
二
名
と
少
人
数
で
あ
り
ま
し
た
が
、

和
気
あ
い
あ
い
と
有
意
義
な
視
察
を
楽

し
み
ま
し
た
。
車
中
で
は
、
支
部
長
の

田
中
克
予
さ
ん
を
は
じ
め
全
員
が
自
己

紹
介
を
行
い
、
そ
の
後
支
所
の
後
藤
指

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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市
乳
販
売
部

　

現
在
市
乳
販
売
部
で
は
、
十
四
銘
柄

の
商
品
（
牛
乳
）
を
製
造
し
、
県
内
及

び
関
東
一
円
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
組
合
の
工
場
で
は
、
七
月

上
旬
よ
り
最
新
鋭
の
機
械
を
導
入
し
、

Ｅ
Ｓ
Ｌ
化
商
品
も
製
造
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｌ
と
は
、
品
質
保
持
期
限

の
延
長
と
い
う
意
味
で
、
原
料
か
ら
製

品
に
至
る
製
造
工
程
に
お
い
て
、
よ
り

高
度
な
技
術
と
徹
底
し
た
管
理
シ
ス
テ

ム
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

牛
乳
本
来
の
お
い
し
さ
を
保
ち
な
が
ら
、

品
質
保
持
期
限
を
現
状
よ
り
更
に
七
日

間
延
ば
し
た
商
品
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ま
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
通
常
の
も
の
と
は

異
な
り
、
内
側
の
シ
ー
ル
部
分
を
、
も

う
一
折
中
に
折
り
か
え
す
事
で
、
気
密

性
を
高
め
て
お
り
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｌ
化
に

よ
り
①
流
通
範
囲
の
拡
大
②
微
生
物
由

来
の
ク
レ
ー
ム
防
止
③
計
画
生
産
が
可

能
と
な
り
、
生
産
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

�
無
脂
固
形
分
の
推
移

�
体
細
胞
数
の
推
移

�
乳
量
の
推
移

�
脂
肪
率
の
推
移

部
課
だ
よ
り

生
乳
販
売
部

　

今
年
の
夏
は
、
昨
年
と
は
様
変
わ
り

し
酷
暑
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
お
盆
前

ま
で
は
連
日
暑
い
日
が
続
き
、
乳
牛
に

と
っ
て
非
常
に
悪
条
件
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
暑
さ
の
影
響
で
生
乳
の
生
産
及
び

乳
質
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
酪

農
家
の
皆
様
の
暑
熱
対
策
及
び
飼
養
管

理
等
に
よ
る
ご
努
力
の
結
果
、
乳
量
に

つ
い
て
は
前
年
を
上
回
る
生
産
と
な
る

と
と
も
に
、
乳
質
に
つ
い
て
も
こ
の
悪

条
件
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
好
成
績
で
あ

り
ま
し
た
。夏
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、乳
牛

へ
の
暑
さ
の
影
響
が
本
格
化
す
る
の
は

秋
で
す
の
で
更
な
る
乳
牛
の
飼
養
管
理

に
努
め
、
高
品
質
乳
の
生
産
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
年
度
の
乳
量
及
び
成
績
の
推
移
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。
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と
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
実
施
さ
れ

た
方
、
又
、
今
後
、
研
修
を
計
画
さ
れ

て
い
る
方
は
、
所
轄
支
所
・
事
業
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

今
後
も
明
治
乳
業
㈱
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
導
入
を
図
り
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
様
に
安
全
で
良

質
な
商
品
開
発
に
努
め
、
尚
一
層
の
販

促
活
動
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

酪
農
部

　

後
継
者
海
外
派
遣
酪
農
研
修

　
　
　
　

実
施
要
領
を
制
定

　

去
る
七
月
三
十
日
の
理
事
会
に
お
い

て
、
後
継
者
海
外
派
遣
酪
農
研
修
実
施

要
領
・
細
則
が
承
認
さ
れ
、
平
成
十
四

年
四
月
一
日
に
遡
及
し
て
実
施
す
る
こ

市場名：西那須野市場
単位：円

９月15日開催期日

平 均最 低最 高平均体重成立頭数種 別

54,29610,500109,200－107ホルス雄

122,60644,100177,450－86Ｆ１雄

70,45932,550120,750－78Ｆ１雌

群馬：館林市場
単位：円

９月17日開催期日

平 均最 低最 高平均体重成立頭数種 別

35,0002,00077,000624ホルス雄

144,111124,000161,000709Ｆ１雄

110,60093,000124,0007010Ｆ１雌

家 畜 市 場 成 績

ケーブルＥＳＬ充填機

後
継
者
海
外
派
遣
酪
農
研
修
実
施
要
領

一
、
目
的

　
　
　

明
日
の
酪
農
を
担
う
後
継
者
を
海
外

酪
農
先
進
国
に
派
遣
し
、
海
外
酪
農
事

情
及
び
生
活
等
の
実
態
を
視
察
研
修
す

る
事
に
よ
っ
て
、
国
際
的
経
営
感
覚
を

養
い
、
酪
農
後
継
者
の
育
成
・
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
資
格

　

①　

組
合
員
の
後
継
者
で
、
酪
農
に
従
事

又
は
将
来
酪
農
に
従
事
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
、
概
ね
三
十
以
下
の
青
年
と

す
る
。

　

②　

組
合
長
が
特
に
認
め
た
海
外
派
遣
。

三
、
申
込
方
法

　
　
　

別
紙
の
海
外
派
遣
酪
農
研
修
申
込
書

に
記
載
し
、
研
修
日
程
及
び
費
用
証
明

書
を
添
え
て
所
轄
支
所
に
申
し
込
む
こ

と
。

四
、
派
遣
の
選
考
及
び
決
定

　
　
　

組
合
長
は
、
応
募
さ
れ
た
申
込
者
を

対
象
に
書
類
の
審
査
又
は
面
接
に
よ
り

選
考
し
、
派
遣
者
を
決
定
す
る
。

五
、
組
合
助
成

　
　
　

組
合
は
、
海
外
派
遣
酪
農
研
修
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

　
　
　

助
成
額
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る

後
継
者
海
外
派
遣
酪
農
研
修
実
施
要
領

細
則
に
よ
る

六
、
報
告

　
　
　

対
象
者
は
、
海
外
派
遣
酪
農
研
修
の

成
果
を
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

組
合
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

七
、
そ
の
他

　
　
　

こ
の
要
領
に
定
め
な
い
事
項
並
び
に

疑
義
が
生
じ
た
と
き
は
、
組
合
長
が
こ

れ
を
決
す
る
も
の
と
す
る
。

　

附　
　

則

　
　
　

本
要
領
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日

よ
り
適
要
す
る
。

後
継
者
海
外
派
遣
酪
農
研
修
実
施
要
領
細
則

一
、
目
的

　
　
　

こ
の
細
則
は
、「
後
継
者
海
外
派
遣
酪

農
研
修
実
施
要
領
」
で
定
め
た
事
項
の

助
成
に
つ
い
て
定
め
る

二
、
対
象
地
域

　
　
　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
等
の
酪
農
先
進
国
。

三
、
助
成
額

　
　
　

組
合
は
、
当
該
海
外
派
遣
酪
農
研
修

に
要
す
る
渡
航
費
用
等
個
人
負
担
の
五

〇
％
以
内
の
助
成
措
置
を
講
ず
る
。

　
　
　

こ
の
助
成
措
置
は
、
本
人
の
助
成
申

請
に
基
づ
い
て
、
組
合
長
が
こ
れ
を
決

す
る

四
、
助
成
の
限
度

　
　
　

こ
の
助
成
の
限
度
は
一
人
一
回
限
り

と
し
、
助
成
額
は
二
十
万
円
以
内
と
す

る
。

五
、
そ
の
他

　
　
　

こ
の
細
則
に
定
め
な
い
事
項
は
、
組

合
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

　

附　
　

則

　
　
　

こ
の
細
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一

日
よ
り
適
用
す
る
。
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昨
年
の
ア
メ
リ
カ
テ
ロ
事
件
か

ら
一
年
が
経
過
し
た
。
ふ
り
か

え
る
と
昨
年
の
九
月
十
一
日
は
、

休
憩
中
に
テ
レ
ビ
で
も
見
よ
う

か
と
リ
モ
コ
ン
を
押
す
と
映
画

の
特
撮
シ
ー
ン
？
と
錯
覚
す
る

程
の
衝
撃
影
像
に
し
ば
し
唖
然

と
し
た
。
こ
ん
な
事
が
簡
単
に

出
来
る
も
の
な
の
か
？
と
い
う

言
葉
し
か
出
な
か
っ
た
が
、
忙

し
さ
も
手
伝
っ
て「
対
岸
の
話
」

で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
年

の
九
月
十
一
日
、
特
別
番
組
で

秘
蔵
映
像
が
公
開
さ
れ
、
昨
年

よ
り
現
実
的
に
考
え
る
事
が
で

き
、
命
の
尊
さ
と
儚
さ
、
無
差

別
な
テ
ロ
に
対
す
る
恐
怖
を
同

時
に
感
じ
た
。

◇●
 

機
関
誌
の
発
行
サ
イ
ク
ル
が
変

更
と
な
り
、
毎
月
の
発
行
を
目

標
に
内
容
等
を
再
検
討
す
る
事

と
な
っ
た
。

　

毎
月
と
な
る
と
少
し
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
し
ま
う
が
、

皆
様
の
要
望
に
少
し
で
も
近
づ

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

�

�

�

�����������������

�����������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

全
般
的
に
は
安
定
し
て
き
た
よ
う
だ
。

　

し
か
し
消
費
者
の
中
に
は
牛
肉
絶
対

拒
否
と
云
う
層
も
約
一
割
位
あ
る
そ
う

で
九
割
以
上
の
回
復
に
は
ま
だ
壁
が
厚

い
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
輸
入
牛
肉
は
『
国
産
』
を
偽
装

で
き
な
く
な
り
、
い
ま
だ
に
昨
年
の
六

割
ま
で
も
回
復
で
き
な
い
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
銘
柄
牛
も
ま
ぎ
ら
わ
し
い
表

示
を
し
て
い
た
業
者
が
『
本
物
手
配
』

に
走
り
だ
し
た
た
め
銘
柄
牛
の
品
不
足

を
き
た
し
て
い
る
。
栃
木
県
産
牛
肉
が

国
内
銘
柄
牛
の
名
前
で
売
ら
れ
て
い
る

と
の
う
わ
さ
も
、
産
地
表
示
が
制
度
化

さ
れ
流
通
過
程
が
明
確
に
な
る
の
で
今

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
感
染
し
た
牛
が
日
本
（
千

葉
県
）
で
初
め
て
見
つ
か
っ
た
の
は
、

昨
年
九
月
十
日
、
あ
れ
か
ら
一
年
が
経

過
し
た
。

　

一
時
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
牛
肉
価
格
、

及
び
消
費
量
は
ほ
ぼ
以
前
の
水
準
に
戻

り
つ
つ
あ
り
、
店
頭
価
格
は
八
割
程
度

ま
で
回
復
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
新
た
な

感
染
牛
が
見
つ
か
っ
て
も
価
格
・
販
売

量
へ
の
影
響
は
小
さ
く
牛
肉
の
動
き
は

　
　

開
催
期
日　

十
月
十
九
日
（
土
）

　
　

開
催
場
所　

栃
木
県
酪
農
試
験
場

　
　

出
品
頭
数　

百
頭

④
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

次
号
か
ら
「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
、
組
合
員
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
活
用
頂
く
も
の
で
す
。
中
古
酪
農

器
具
、
機
材
等
で
不
要
に
な
り
譲
り
た

い
、
又
、
探
し
て
い
ま
す
等
の
情
報
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

℡
（
〇
二
八
―

六
六
〇
―

二
二
一
三
）

酪
農
部
指
導
課　

�
�
�
�

①
酪
農
と
ち
ぎ
枝
肉
共
励
会
の
中
止
に

つ
い
て

　

今
年
度
予
定
し
て
い
ま
し
た
、
本
組

合
主
催
、
乳
用
種
枝
肉
共
励
会
は
、
市

場
情
勢
等
を
考
慮
し
、
中
止
す
る
こ
と

と
決
定
致
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
の

程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

②
平
成
十
四
年
度
後
期
牛
群
検
査
並
び

に
体
型
調
査
等
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

申
込
期
限　
　

十
月
二
日
迄

　
　

審
査
予
定
日　

十
月
二
十
二
日
〜

三
十
一
日　

③
第
十
五
回
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
の
開
催
に
つ
い
て

八
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

農
業
近
代
化
資
金
貸
付
に
つ
い

て

　

�三
 
　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

七
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

「
Ｊ
Ａ
な
す
の
」
と
の
借
越
契

約
に
つ
い
て

　

�三
 
　

黒
羽
事
業
所
の
閉
所
に
つ
い
て

酪農とちぎ機関誌【第６号】
■発行／酪農とちぎ農業協同組合　　■企画・制作／総務部

後
聞
か
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
同
時

に
本
来
の
産
地
と
し
て
の
真
価
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

消
費
者
の
求
め
る
『
食
の
安
全
』
に

つ
い
て
今
日
ほ
ど
強
く
求
め
ら
れ
た
こ

と
は
な
い
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
か
ら

輸
入
野
菜
の
農
薬
残
留
、
今
年
九
月
に

は
県
内
の
梨
、
茨
城
県
の
メ
ロ
ン
と
相

次
い
で
事
件
が
明
る
み
に
出
た
が
、
そ

の
余
波
を
受
け
る
生
産
農
家
に
と
っ
て

は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
牛
肉
の

時
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
最
大
の
被

害
者
が
常
に
善
良
な
生
産
者
と
な
ら
な

い
対
策
は
な
い
も
の
か
。　
　
　

（
Ｗ
）
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